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（１） 

問題解決のプロセスをたどらせると思考力がつく

という考え方はわれわれを長い間支配して来たし、

今もそうである。これは間違いではないが、これだ

けではどうも粗雑にすぎるようである。それは思考

するという行動の中味の分析が足りないからではな

いだろうか。 

 何かある一つの問題をとく場面を想像してみる。

例えば１５×２５というような計算をする場面に当

面したとする。これは掛け算の九九を使ってやるの

であるが、しかし三三が九というような掛け算の九

九だけを思い起こすだけではこの問題はとくことは

できない。３×３とか５×５と、いわゆる九九にあ

るような問題場面に逢着した場合は、もし九九を記

憶（暗記）しておれば、即座に答が出る。それは３

×３という場面における行動の仕方を反射的に表わ

すことができる状態になっているからだと考えてよ

いであろう。しかしこの場合も、単に九九を暗記し

ていたから答が出るというように単純に言ってしま

うことは危険である。極端な例をあげれば、九九を

ただ機械的に暗記しただけで、それが３×３という

数の式と結びついていなければ３×３という問題に

ぶつかってもそれは三三が九という九九と結びつか

ないことである。だから暗記といっても、決して機

械的な、形式的なことだけを言っているのではない。

やはり意味の把握がある。ただそれが非常なスピー

ドで行なわれているということである。ただ思考が

大変なスピードで行なわれるから暗記の面だけが表

に出て来るのである。 

所で１５×２５というような場合だと、今度は暗

記の面がうすれるように見える。しかしやはり掛け

算の九九を使ってやっているのである。ただそれを

使う場面、つまり１５に２５を掛けるという方法が

大きい意味をもっているから、相対的に暗記の面が

うすれるのである。もし掛け算の九九を知らなけれ

ばこの問題はとけないのである。かりに１５×２５

という掛け算の計算の順序を知っていたとしても、

それだけではこの問題をとくことはできない。 

以上簡単に考えただけでも、問題をとくという思

考は単純ではない。いわば構造をもっているのであ

る。頭の使い方、大脳の反応の仕方は、重層的だと

いってもよい。１５×２５という掛け算の方式を考

えているし、その方式にのっとりながら、掛け算の

九九を場面場面で適用している。 

こんな簡単な問題でも、頭の働き方は単純ではな

いのであるが、一般にわれわれが思考するといって

いるような問題場面では、この頭の働き方の層の重

なり方、つまり構造的なあり方はなかなか複雑であ

るといってよい。いく重にも異なった位相のものが

からみあっているといってもよいかも知れない。 

（２) 

所でもう一つ考えてみることがある。それは１５

×２５という問題をとく時の、それぞれの位相の頭

の働き方のスピードの問題である。考えるとか思考

とかということにスピードの要素を入れて考察する

習慣がこれまでなかったけれども、実はスピードと

いうのは大変な問題である。たとえば１５×２５と

いう計算の方式を心得ていても、掛け算の九九がス

ピードをもっていなければ、この問題はなかなかと

けない。理論的にはとけないわけはない。時間をか
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ければとける筈であるが、むしろこの問題に入れな

いといった方がよいかも知れない。 

 例えばこういう問題を考えてみよう。１５×２５

と１５×２０＋１５×５とはおなじだということを

計算してみようというような問題にぶつかったとす

る。そう大して複雑な問題ではないが、ここでは問

題の中心になっていること、いわば表面に出ている

問題性は掛け算の方式であって、二つの式が等しい

答を出すということを明らかにすることである。こ

の問題に素直に入れるためには、掛け算の九九はす

らすらととける状態になっているのがよいとは誰も

わかるであろう。いな掛け算の九九ができない状態

では、上にあげたような問題は、問題性としてうつら

ないのである。やっと九九ができるという状態では理

くつの上では時間をかければできるわけであるが、本

当はやはり問題性が問題性としてはっきりうつらな

いのである。これは人間と問題との力動的関係といっ

たらよいかも知れない。基礎的な要素が欠けていれば、

問題に対決することはできないということである。 

（３） 

新しい問題にぶつかって、それをとく手をあれか、

これかと考える場合がある。例えば幾何の問題をと

くのに補助線をどこにひくかといったような場合で

ある。そのあれとか、これとかというのは、それぞ

れ一つの系列をなした思考である。考える筋道とい

ってもよいかも知れない。その筋道が一瞬の間に全

体として思い浮べられているから、それが、あれと

なり、また別のこれとなって、現に当面している問

題に対決するのである。この場合あれとかこれとか

言っているのは、前に述べた掛算の九九に当たると

考えてよい。基礎的要素といってもよい。しかし要

素といっても、単純だということではない。当面し

ている問題に対して言うのであって、それ自身はま

た構造的な思考形態をなしているのである。 

複雑な問題がとけるというのは、様々な位相の思

考の系列が複雑な構造をもって働くのである。そし

て要素的な思考の系列は、一瞬の間に全体がその姿

をあらわし得るようになっていなくては、問題はと

けないのである。つまり要素的な思考系列はスピー

ドをもっていなくてはならない。そして中心的な問

題性に対してはゆっくり時間をかけて、あれか、こ

れかと対決する。しかしあれとかこれとかという思

考系列はスピードをもっていなくてはならないので

ある。 

（４） 

昔から思考力は基礎的なものから次第に積みあげ

て行かなくてはならないということが言われていた

が、そのことを多少くわしく考えてみたのが上のよ

うなことである。だから上に述べたようなことは何

も事新しいことではない。極めて平凡なことである。

しかし問題はその次にある。これだけのことが言わ

れて来ても、問題は一つ一つの問題解決過程につい

て、その思考の構造的分析がなされないのである。 

そういう例は社会科などの問題解決という学習場

面に最もはっきりあらわれている。社会科の問題な

どというのは、社会的な問題であるだけに実に複雑

な構造をもっている。様々な位相の思考系列が組合

わされなければとけないような問題である。所がそ

れを一つの平面の上において、一つの系列としてた

どらせるというのが、現在の方式なのである。 

 一つの系列をたどらせるという方式ではないとい

う人がいるかも知れない。それは五十人の集団思考

という場面で行なわれるから、様々な位相の思考系

列が相互に関連をもつという。しかしこれは五十人

の集団がみんな同じ力をもっていると仮定した時だ

け通用する論理なのである。われわれはここの所で、

みな落し穴におちている。ある一人の生徒がこうで

はないかといった時、その思考の仕方が他のすべて

の生徒に、同じようにスピードをもってあらわれて

いればよいが、そうでなければ、その一人の生徒の

思考は教師にしかわからないことになる。教師は自

分に了解できる一つの思考系列であるから、それを

集団全部がもったと錯覚をする。また次の考え方が

出る。これも教師にはわかる。教師の頭の中には、

いつの間にか、生徒全部があれかこれかと考えたと

いうような錯覚ができ上る。 
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今の説明と問答という授業の形式が、生徒にいろ

いろ考えさせたことになるという錯覚はこうしてお

こって来るのである。思考力をつけるというのはこ

んな簡単なことでは出来ないのである。 

（５） 

一つの系列をたどるという考え方は、現代教育の

説明式授業が生み出したものである。現代の教育は

〝わかる″ということを目標としている。考え方で

なく、考えた結果が与えられることが目標である。

わかったか、おぼえておけという言い方は、あらゆ

る授業に出て来る。そのことがわかるのでなく、わ

かるような考え方ができることが目標でなくてはな

らぬ筈だが、そういう考え方はないといってよい。

〝わかる″ということが目標なら、一回その系列を

たどって、生徒をわかったような気にさせると授業

は終わったような錯覚におちいる。 

そういう方法を地盤にしてプログラムを作成する

とあやしげなプログラムとなる。プログラムとは、

教師の説明するのをペーパーに書いて与えるものだ

というような誤解が生じる。プログラム方式は、こ

れ迄の〝わかる″ということを目標にした説明式授

業を改めて、人間の頭脳訓練をしようという考え方

から出発した革命的方式だということが了解できな

いのである。 

一つの系列をたどらせるのがプログラムだという

ような誤解は、実は、従来の教育方式のわくから抜

けられないことを示しているのである。 

（６） 

問題をとくというような思考力を養成するには、

まず第一に要素となる基礎的なものを一つ一つ訓練

しなくてはならない。その訓練によって、スピード

をつけることが大切である。一度そのプロセスをた

どってみるなどという程度ではスピードを与えるこ

とはできない。くりかえしたどらせることが必要で

ある。くりかえしといっても同じことを機械的にや

らせるということではない。基本的な考え方を与え

るのであるから、さまざまな事例を使用するのがよ

いわけである。 

こうして、いくつかの考え方をそれぞれ訓練して

それがスピーディに働くようになると、それらを使

用してあれかこれかと考えるような、より高次の問

題をとく考え方の訓練が行なわれなければならない。

これもまた、くりかえしによって、スピードをつけ

ることが必要である。そういうものが次第に積み重

なって、複雑な問題もとけるようになるのであろう。 

このような全体的プロセスをプログラムするには、

現在の授業で行なわれていることを根本的に切りか

えなくてはならぬ。問題をとくために、どれだけ位

相の異った思考を使用するかを分析しなくてはなら

ぬ。そういうことが多少ともできているのは数学以

外にないといってよい。社会や理科などは、わかっ

たことを説明するという方式で考えられていて、ど

ういう思考方式を使い組合わせて、一つの問題をと

いていくかという分析は、全然といってよい程なさ

れていない。わかったことを教科書に書いて説明す

る方式をみればその点がよくわかる。教科書をみる

と、全くそういう点ではバラバラな支離滅裂の叙述にな

っていることがわかるであろう。そういうものを土台に

しては、思考力を養うことはできないであろう。 

このように考えると、思考力を養うためにこそ、

プログラムをつくって論理的に積みあげなくてはな

らない。これ迄のような一斉授業を土台にして、一

回主義の説明式教育をしているのでは、力は養えな

いのである。一回主義の一斉授業が、生徒にいろい

ろな思いつきを言わせて、それでいろいろな考え方

をたどらせたことになっていると思っているのは、

錯覚にすぎない。一人一人の生徒についてみれば、

いろいろなことを考えていることにはならない。他

人が言うのを聞いて、それがすぐわかるのならそれ

はもう教育しないでよい生徒である。話し合いがで

きる為には、その力をまず一人一人に養成すること

である。そこにプログラム方式の意味がある。一人

一人を追いこんで、考え方をしっかり身につけさせ

ることがプログラム方式の基本である。無責任な思

いつきを言わせておくような集団思考は反省する必

要があろう。
 


